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【特集】大変です！小城市の国保

全国学力調査結果 

【特集】健康づくりは食事が基本！

11月29日　食育まつり開催！

タウンマネージャー決定！ 

11月はエコドライブ推進月間です！

２月14日は市議会議員選挙の投票日

保育園・幼稚園入園のお知らせ

税務課からのお知らせ

市民病院からのお知らせ

まちの話題

情報いろいろ

( 裏 )
Ｐ22           　　～ アイ  ラブ  おぎ ～
  
　　 ゲストは、櫻木　淳子 さん（創作画家）

さくらぎ　　じゅんこ

清水竹灯り
（詳しくは本誌 P20 へ）

火の用心！！空気が乾燥し火災が発生しやすい
状況が続いています
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大変です！小城市の国保

大変です！小城市の国保
　国民健康保険は、加入者が病気やけがなどをしたときに、医療費の一部を負担することで、安心して治療を受
けることができる助け合いの制度です。
　しかし、小城市の国民健康保険の財政状況は、医療費の増加、国保税の未納等により、大変厳しい状況になっ
ています。
　平成２０年度の国民健康保険の財政状況は下のグラフのとおりです。

差し引き　－５，２４４万３，３７９円
　支出額が収入額を上回り、小城市の国保財政は赤字の状態です。そのため、平成２１年度の予算から不足額を
繰上げて決算を行いました。支出の７０％が、加入者の皆さんの医療費に充てられています。一方、国民健康保
険税の収納率が伸びず、収入の２３％という状況で、収入と支出のバランスが崩れている状態です。

平成２０年度収入総額　　　（円）
１，０４５，００４，５９０国民健康保険税

８３７，６００使用料及び手数料
１，２９１，９８０，８１５国庫支出金
２８０，４３７，０７０療養給付費等交付金
８１４，０７６，１５２前期高齢者交付金
２１３，９８３，１０１県支出金
５８３，９０６，５６９共同事業交付金

２５，５７９財産収入
２１５，１０８，８１２繰入金
５６，８８３，４７５繰越金
８，７３３，８８８諸収入

４，５１０，９７７，６５１計

平成２０年度支出総額　　　（円）
２０，７６６，９３７総務費

３，１７０，１７２，７２１保険給付費
４６３，５９４，３１０後期高齢者支援金等

６２４，２３１前期高齢者納付金等
７２，１４２，０７６老人保健拠出金
２００，３１４，０４０介護納付金
５７８，４４２，５７６共同事業拠出金
２４，６７３，８７９保健事業費
１８，０２０，６９１基金積立金

９１，７４４公債費
１４，５７７，８２５諸支出金

０予備費
４，５６３，４２１，０３０計

平成20年度決算
収入総額　45億1097万7651円

支出総額　45億6342万1030円

諸収入 0.2％繰越金 1％繰入金 5％
財産収入 0.001％

共同事業交付金 13％

県支出金 5％

前期高齢者交付金 18％

療養給付費等交付金 6％

国庫支出金 29％

使用料及び手数料
0.02％

国民健康保険税 23％

諸支出金
0.3%

公債費
0.002%

基金積立金
0.4%

保健事業費 0.5%

共同事業拠出金 13%

介護納付金 4%

老人保健拠出金 2%

前期高齢者納付金等 0.01%

後期高齢者支援金等 10%
保険給付費 70%

総務費
0.5%
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　ご覧のように、保険給付費は毎年増加の一途をたどっています。
　一人当たりの医療費も年々増加しています。小城市の国民健康保険運営は、大変厳しい状況です。

小城市になってからの保険給付費の推移
保険給付費…小城市国民健康保険が、医療機関に支払う医療費（７割～９割分）や、高額療養費として被保険

者に支払う費用です。

25億

26億

27億

28億

29億

30億

31億

32億

2,768,279,590

2,882,658,791

3,149,089,971 3,170,172,721

平成20年度平成19年度平成18年度平成17年度

　平成20年度には75歳
以上の方、約5,600人
が後期高齢者医療制
度に移行されたにもか
かわらず、逆に増えて
いる保険給付費！

(単位:円)

小城市の国民健康保険財政をみんなで支えましょう！
このままでは国民健康保険加入の皆様の負担が増えることにもなりかねません。

そこで私たちにもできること！

その１「国民健康保険税は、納期内に必ず納めてください！」
　収納率が悪いと、国からの補助金が減額されるルールになっています。

その２「やっぱり健康が１番！」
・特に４０歳以上の方は、特定健診を毎年受診して、生活習慣病にかからないように努めましょう。
＊この特定健診の受診率も定められた目標に達しないと、国民健康保険から更に支出が増えるルールに
なっています。　
　ご家族、ご近所で声を掛け合って、健診を受けるようにしましょう！
＊今年の特定健診はかかりつけの医療機関（県内の特定健診実施医療機関）で、１２月２６日まで受診できます。
　受診するためには次のものが必要です。
　　①国民健康保険証
　　②薄紫色の特定健康審査受診券（５月に郵送しています。失くされた方は国保年金課まで）
　　③受診料１，２００円

その３「ジェネリック医薬品（後発医薬品）について、
かかりつけの医師や薬剤師に相談してみましょう！」

＊後発医薬品は、先発医薬品と治療学的に同等であるものとして製造販売が承認され、一般的に、開発費用
が安く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。（厚生労働省ＨＰより）

【問合せ】国保年金課（小城庁舎）担当　坂田・高塚　☎７３－８８０２
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本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
結
果
に
つ
い
て
、

今
号
で
は
、
同
時
に
実
施
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
く
る

小
城
市
の
子
ど
も
の
【
生
活
・
学
習
の
状

況
】
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

小
城
市
の
子
ど
も
は
、
昨
年
度
同
様
に

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
健
全
な
心
の

あ
り
よ
う
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
「
小
学
校
」

○
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
児
童
は
、　
９５

％
以
上
い
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
食
事

し
て
い
る
割
合
は
、
朝
食
で　

％
、
夕

６２

食
は　

％
で
、
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
割

９１

合
で
す
。

○
全
国
平
均
よ
り
早
く
就
寝
（　

時
か
ら

１０

　

時
ま
で
の
間
に
就
寝
す
る
が
最
も
多

１１く　

％
）
し
、
全
国
平
均
よ
り
も
早
く

４４

起
床
（
７
時
ま
で
が
最
も
多
く　

％
）

８６

し
て
い
ま
す
。

○
学
校
に
持
っ
て
行
く
も
の
の
準
備
を
前

日
か
、
朝
に
し
て
い
る
児
童
は　

％
で
、

８８

こ
れ
も
国
・
県
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
。

○
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
国
・
県
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
時
間
は
全
国
よ
り
や
や
少
な
い
状
況

で
す
。

○
地
域
社
会
へ
の
関
心
の
割
合
は　

％
で
、

５８

国
・
県
よ
り
高
く
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
も　

％
で
、
国
・
県
よ
り
高
く
な
っ

７６

て
い
ま
す
。

○
自
分
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
児

童
は　

％
で
、
国
・
県
よ
り
や
や
高
く

７８

な
っ
て
い
ま
す
。

○
家
庭
で
の
学
習
時
間（
平
日
）に
つ
い
て
、

「
１
時
間
以
上
す
る
」と
答
え
た
児
童
は

　

％
で
、
国
と
ほ
ぼ
同
じ
で
県
（　

％
）

５７

５２

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
宿
題
や
予
習
を
す
る
児
童
は
全
国
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
復
習
の
割
合
は　

％
で
、

５１

国
（　

％
）・
県
（　

％
）
よ
り
か
な
り

４６

４３

高
い
状
況
で
す
。

○
平
日
に
１
時
間
以
上
の
読
書
を
す
る
児

童
は　

％
で
、
国
・
県
よ
り
や
や
多
く

１９

な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
学
校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
児
童
は　

％
で
、
全
国
（　

９６

９３

％
）
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

「
中
学
校
」

○
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
生
徒
は　

％
９５

を
超
え
て
い
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
食

事
を
し
て
い
る
割
合
は
、
朝
食
・
夕
食

と
も
に
全
国
・
県
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

○
睡
眠
時
間
は
国
・
県
よ
り
長
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
午
前
０
時
過
ぎ
ま

で
起
き
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
全
国
よ

り
５
％
少
な
い
結
果
で
す
。

○
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
視
聴
時
間
は
、
国
・

県
よ
り
や
や
長
い
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
の

時
間
は
全
国
よ
り
や
や
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間

も
全
国
よ
り
短
い
状
況
で
す
。

○
約　

％
の
生
徒
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て

６５
お
ら
ず
、
毎
日
携
帯
電
話
を
利
用
す
る

生
徒
は　

％
で
、
全
国
（　

％
）
の
半

１５

３１

分
以
下
で
す
。

○
地
域
社
会
へ
の
関
心
や
地
域
行
事
へ
の

参
加
は
、
全
国
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
が
だ

い
た
い
で
き
て
い
る
と
す
る
生
徒
の
割

合
は　

％
で
、
全
国
よ
り
５
％
高
い
状

８８

況
で
す
。

○
「
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
生
徒
は　

％
（
だ
い
た
い
も
含
め

９４

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
紹
介
（
そ
の
２
）
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て
）
で
、
国
（　

％
）・
県
（　

％
）
を

８９

９１

上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
い
じ
め

は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な

い
」
と
い
う
生
徒
は
約　

％
で
、
全
国

７６

（　

％
）・
県
（　

％
）
を
大
き
く
上
回
っ

６２

７０

て
い
ま
す
。

○
家
庭
で
の
学
習
時
間
（
平
日
）
は
、
２

時
間
以
上
す
る
と
答
え
た
生
徒
は　

％
２９

で
、
国
（　

％
）・
県
（　

％
）
よ
り
低

３６

３１

く
な
っ
て
い
ま
す
。
休
日
に
３
時
間
以

上
学
習
す
る
生
徒
は
８
％
で
昨
年
度
よ

り
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
国
（　

％
）

１５

の
１
／
２
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
宿
題
を
す
る
生
徒
は　

％
で
、
全
国

９０

（　

％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

８３ま
た
、
こ
れ
ま
で
低
か
っ
た
復
習
の
割

合
が
、
全
国
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

○
ま
っ
た
く
読
書
を
し
な
い
生
徒
は　

％
４５

で
、
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
「
学
校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
生
徒
は　

％
で
、
全
国
（　

８５

７９

％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

【生活・学習状況に良好な傾向】
　アンケートの結果から、昨年度と比べて多くの点で、小城市の子どもたちの生活や学習状況にさらに良好
な傾向が見られることが分かりました。特に顕著な内容を紹介します。
　このような傾向が継続されることで、学力面の向上にもつながることが期待されます。

【問合せ】学校教育課（小城庁舎）　担当　小森・原口　　☎７３－８８０７

本年昨年調　　査　　項　　目

86%→80%
早起き（７時までに起床）
をする

88%→65%
学校にもっていく物の準備
を前日か朝にする

58%→42%
地域の歴史や自然への関心
がある

78%→69%
自分には良いところがある
と思う

57%→44%
毎日１時間以上家庭で学習
する

51%→32%家庭で復習をする

96%→91%学校で好きな授業がある

小学６年生
本年昨年調　　査　　項　　目

65%→60%
難しいことも失敗を恐れな
いで挑戦している

72%→63%
新聞・テレビのニュースに
関心がある

29%→24%
地域の歴史や自然への関心
がある

76%→70%
いじめは絶対いけないと考
える

90%→83%家庭で宿題をする

44%→33%家庭で復習をする

85%→81%学校で好きな授業がある

中学３年生
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健康づくりは食事が基本！

　

食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で

あ
り
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

国
は
平
成　

年
に
食
育
基
本
法

１７

を
施
行
、　

年
に
は
食
育
推
進
基

１８

本
計
画
を
策
定
し
、
国
民
運
動
と

し
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

小
城
市
に
お
い
て
も
食
育
推
進

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

食
育
に
関
し
て
知
識
経
験
の
あ

る
方
々
、
興
味
や
関
心
の
あ
る
市

民
の
方
々
で
組
織
す
る
「
小
城
市

食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
」
及

び
「
小
城
市
食
育
推
進
計
画
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。
会
議
の
中
で
出
さ
れ
た

食
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

食
育
の
現
状

・
ジ
ュ
ー
ス
類
の
摂
取
が
多
い

・
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
割
合
が

高
い

　

子
ど
も
で
は
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
間
食
が
多
い
。
市
内
の
保
育
園

幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
全
体
の　

％
４２

（
９
２
９
人
中
３
９
０
人
）は
炭
酸

飲
料
・
ジ
ュ
ー
ス
類
・
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
よ
く
飲
ん
で
い
ま
す
。　

　　

そ
の
中
で
、
毎
日
炭
酸
飲
料
・

ジ
ュ
ー
ス
類
・
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を

飲
む
子
ど
も
は　

％
を
占
め
、
週

２５

３
～
４
回
飲
む
子
ど
も
を
含
め
る

と
過
半
数
を
超
え
、
週
１
～
２
回

飲
む
子
ど
も
ま
で
含
め
る
と
９
割

を
超
え
ま
す
。（
図
１
）

　
図
１　

炭
酸
飲
料
・
ジ
ュ
ー
ス
類
・

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
摂
取
状
況

 

　

ま
た
、
間
食
の
内
容
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
よ
う
に

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
摂
取
が
多
い
と
い
う
結
果
で

し
た
。（
図
２
）

　
図
２　

間
食
の
内
容

 

　

策
定
委
員
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
中
で
「
食
事
に
対
す
る
感
謝

の
心
が
欠
け
て
い
る
」、「
好
き
嫌

い
が
多
く
家
庭
の
味
よ
り
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
や
冷
凍
食
品
を
好
む
傾

向
が
あ
る
」
と
意
見
が
で
て
い
ま

す
。

　

家
庭
で
は
料
理
を
作
る
の
が
面

倒
と
な
り
、
手
抜
き
料
理
が
増
え
、

個
食
（
家
族
で
バ
ラ
バ
ラ
の
も
の

を
食
べ
る
）、
孤
食
（
家
族
と
別
に

食
べ
る
）
の
問
題
が
意
見
と
し
て

で
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

朝
食
の
摂
取
状
況
を
県
と
比
較
し

て
み
る
と
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
割

合
は　

％
、
県
で
は　

％
と
な
っ

８２

８８

て
お
り
、
県
よ
り
６
％
も
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

　

地
域
で
は
、
食
の
ふ
れ
あ
い
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
伝
統
の
味

が
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
意
見
と
し
て
で
て
き
ま
し

た
。

健康づくりは
食事が基本！
私たちの食育推進計画を
策定しています

毎日飲む
25.1%

週５～６回飲む
9.2%

週３～４回飲む
23.8%

週１～２回飲む
37.2%

その他　3.8% 無回答　0.8%

0 10 20 30 40 50 60 70
無回答
その他

イオン飲料・スポーツ飲料
菓子パン

クッキー・ビスケット類
果物

ゼリー類
炭酸飲料・ジュース類

チョコレート・チョコレート菓子
牛乳・乳製品
アイスクリーム
スナック菓子                                                                          65.4

                                                                      63.1
                                               42.7
                                            39.7
                                         37.4
                                      34.3
                                      34.2
                                  31.1
                              27.2
           10.5
          9.7
0.1
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図
３　

朝
食
の
摂
取
状
況 

食
育
の
課
題　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
だ
ん
ら
ん
・
体
験
・

感
謝
・ 
躾 
・
マ
ナ
ー
・
家
庭
の
努

し
つ
け

力
・
環
境
・
伝
統　

　
　
　
　

策
定
委
員
会
の
主
な
意
見

◆
食
事
は
家
族
の
だ
ん
ら
ん
を
大

切
に
し
て
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
な

い
こ
と
を
推
奨
す
る
。

◆
食
事
を
作
り
、
野
菜
の
よ
さ
食

材
の
よ
さ
・
生
産
の
過
程
や
調

理
の
過
程
な
ど
と
、
食
べ
る
こ

と
の
大
事
さ
な
ど
と
一
緒
に
子

ど
も
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
伝
え

る
。

◆
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
活

動
で
き
る
よ
う
農
業
体
験
・
調

理
体
験
を
通
し
て
の
食
育
が
重

要
で
あ
る
。

◆
保
護
者
が
食
育
に
つ
い
て
勉
強

で
き
る
場
・
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
る
。

◆
地
域
で
ふ
れ
あ
う
場
や
世
代
間

交
流
が
必
要
で
あ
る
。
公
民
館

な
ど
で
地
域
に
あ
っ
た
取
組
み

を
行
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
な
意
見

◆
子
ど
も
た
ち
が
、
作
る
人
の
苦

労
を
知
り
、
食
べ
物
を
大
切
に

す
る
心
＝
感
謝
の
心
を
育
て
、

欠
食
や
間
食
を
減
ら
し
て
い
く
。

◆
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

を
実
践
し
、
食
の
大
事
さ
を
知

る
。

◆
作
物
を
作
る
体
験
・
調
理
す
る

体
験
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
。

◆
地
域
の
食
材
や
ル
ー
ツ
を
知
る
。

◆
家
庭
で
は
、
手
抜
き
を
な
く
し
、

お
ふ
く
ろ
の
味
を
伝
え
る
。

◆
家
族
だ
ん
ら
ん
を
大
切
に
し
、

食
事
の
あ
い
さ
つ
･
マ
ナ
ー
を

指
導
す
る
。

◆
食
材
や
体
に
よ
い
食
事
に
つ
い

て
学
ぶ
。

◆
地
域
で
は
郷
土
料
理
・
文
化
の

伝
承
を
図
り
、
き
ち
ん
と
伝
え

て
い
く
。

◆
地
産
地
消
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
。

◆
学
校
で
の
栽
培
活
動
へ
の
協
力

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

より良い計画策定のため 
ご意見をお寄せください

　市では市民の皆さんのご意見を募集しま
す。ご意見のある方は、手紙、ファクス、電
子メールにてお寄せください。なお、提出さ
れた意見などについて、個別の回答は行いま
せん。
　お寄せいただいたご意見は、計画策定の参
考にさせていただきます。
【ご意見送付先】
　〒８４５－８５１１
　三日月町長神田２３１２番地２
　小城市役所　健康増進課
　☎７３－８８２２　胃７３－８８２７
　Ｅメール　kenkouzoushin@city.ogi.lg.jp

た
め
に
な
る
話
！

３
～
６
歳
頃
に
し
っ
か
り
か
ん
で

舌
を
動
か
す
食
事
を
す
る
こ
と
が

大
事

　

会
議
の
中
で
、
歯
科
の
先
生
か

ら
、
舌
の
動
き
が
少
な
い
と
永
久

歯
が
内
側
に
は
え
て
き
て
、
永
久

歯
の
歯
並
び
に
影
響
す
る
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、
食

事
の
時
、
飲
物
を
一
緒
に
と
る
と
、

か
ま
ず
に
飲
み
込
む
こ
と
で
舌
を

動
か
さ
ず
に
食
事
を
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

食
事
は
飲
物
で
流
し
こ
ま
ず
に
、

し
っ
か
り
と
舌
を
動
か
し
て
食
べ

る
習
慣
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答
ほとんど食べない

週４～５日食べない

週２～３日食べない
ほとんど毎日食べる

※佐賀県
（有効回答数 645）

小城市
（有効回答数 193）

※「平成16年度県民健康・栄養調査報告（佐賀県健康福祉本部）」より

88.4 6.7

82.4 11.4

2.63.6

0.20.84.0
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小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

（
長
安
六
会
長
）
は
、
市
役
所
小
城
庁
舎
３

階
に
事
務
所
（
☎　

−
８
１
０
０
）
を
開

７３

設
し
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
（
金
）、
小
城
庁
舎
３
階
会
議

１０
室
で
開
催
さ
れ
た
開
所
式
で
は
、
江
里
口

市
長
を
は
じ
め
古
賀
商
工
会
議
所
会
頭
ら

協
議
会
を
構
成
す
る
市
や
商
工
会
議
所
な

ど
の
関
係
者
ら
約　

人
が
参
加
。
長
会
長

２０

（
佐
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）
は
、「
佐
賀

市
で
も
な
い
唐
津
市
で
も
な
い
、
小
城
市

が
国
に
選
ば
れ
た
意
味
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
国
か
ら
は
全
国
の
小
都
市
の
中
心

市
街
地
再
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
し
、
ま
た
小
城
市
に
は
そ
れ
だ
け
の
豊

富
な
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

認
定
基
本
計
画
を
基
に
行
政
や
市
民
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
中
心
市

街
地
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
終
了
後
、
小
城
庁
舎
３
階
の
事

務
所
に
、
地
元
書
家
の
富
永
正
樹

氏
の
書
に
よ
る
看
板
が
、
長
会
長
、

古
賀
会
頭
、
江
里
口
市
長
の
手
で

掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
事
務
局
に
は
、
全
国
公

募
で
選
ば
れ
た
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
宮
崎
純
孝
さ
ん（　

才
）

５６

＝
北
九
州
市
出
身
と
中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
員
の
中
村
秀
二
郎
さ

ん
、
坂
井
万
里
子
さ
ん
、
小
城
弥

生
さ
ん
の
４
人
の
常
勤
職
員
を
配

置
し
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
）チ
ー

ム
と
し
て
、
観
光
・
商
業
の
振
興

や
美
し
い
街
並
み
の
実
現
、
安

心
・
安
全
の
暮
ら
し
づ
く

り
な
ど
官
民
が
協
力
し
て

エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ

ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

　

今
後
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
チ
ー
ム
は
、
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に

プ
ラ
ン
の
立
案
、
実
行
や

個
別
民
間
事
業
の
掘
り
起

こ
し
、
空
き
店
舗
対
策
、

各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
観
光
客
等
の
誘
致
活

動
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

官
民
連
携
で
ま
ち
な
か
再
生
へ
始
動
！

−

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
事
務
所
開
設−

▲協議会の看板を掲げる左から古賀商工会議所会頭、中央に
　長 会長、江里口市長

小小小小小小小小小小
城城城城城城城城城城
流流流流流流流流流流
のののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

小
城
流
の
取
り
組
み
ををををををををををを

全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国
にににににににににに
発発発発発発発発発発
信信信信信信信信信信
しししししししししし
ょょょょょょょょょょ
うううううううううう

全
国
に
発
信
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！

中心市街地活性化推進員
右からタウンマネジメント推進員の中村 秀  二  郎 さ

ひで じ ろう

ん、プロモーション推進員の坂井万里子さん、観光
客誘致推進員の 小城  弥生 さん

こじょう やよい

タウンマネージャー

宮崎 純  孝 さん
すみ たか

〈コメント〉「『よそ者』の方が街の魅力を発見できるこ
ともあります。小城に眠る資産を掘り起こし、３年後
の姿を思い描き、今までのキャリアを生かしながら市
民の皆さんと力を合わせて重責を果たしたいと思いま
す。」
　宮崎さんは小城に移住され、中心市街地の再生に取
り組まれます。

◇中心市街地活性化に関するお問合せは
　都市整備推進室中心市街地活性化推進係
　（小城庁舎３階）担当　江頭・西　☎７３－８８３５
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不法投棄撲滅のために
　市では不法投棄撲滅のため、警告看板の設置やパトロールの強化だ
けではなく、監視カメラによる監視活動を始めました。
◆不法投棄は犯罪です
　不法投棄やポイ捨ては、法律により「５年以下の懲役又は１０００万円
以下の罰金若しくは併科」の対象になり、更に法人の場合、１億円以
下の罰金の対象となります。不法投棄は絶対にやめましょう！

【問合せ】環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）担当　久原・川﨑　☎７３－８８０３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

【Ｈ２０年度不法投棄状況】

１１月はエコドライブ推進月間です！
エコドライブ１０のすすめ

①ふんわりアクセル
　『ｅスタート』
　優しい発進を心がけま
しょう！

②加減速の少ない運転
　車間距離は余裕を持っ
て、交通状況に応じた安
全な定速走行に努めま
しょう！

③早めのアクセルオフ
　エンジンブレーキを積
極的に使おう！

④エアコンの使用を控え
　めに！
　気象条件に応じて、こ
まめに温度・風量の調整
を行いましょう！

⑤アイドリングストップ
　無用なアイドリングをやめま
しょう！

⑥暖機運転は適切に
　エンジンをかけたらすぐ出発し
ましょう！

⑦道路交通情報の活用
　出かける前に計画・準備をして、
渋滞などの道路障害等の情報を
チェックしましょう！

⑧タイヤの空気圧を
　こまめにチェック

　タイヤの空気圧を適正に保つな
ど、確実な点検・整備を実施しま
しょう！

⑨不要な荷物は積まずに走行
　不要な荷物を積まないようにし
ましょう！

⑩駐車場所に注意
　渋滞などを招くことから、違法
駐車はやめましょう！

【問合せ】環境課　環境係（小城庁舎）担当　松本・山口　☎７３－８８０３
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市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

日
が
２
月　

日
に
決
定
！

１４

　

小
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

　

月
に
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成

１０
　

年
２
月　

日
の
任
期
満
了
に
伴

２２

２８

う
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
期
日

を
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

◆
告
示
日

　

平
成　

年
２
月
７
日
（
日
）

２２

◆
投
票
日
（
開
票
日
）

　

平
成　

年
２
月　

日
（
日
）

２２

１４

◆
選
挙
す
べ
き
人
員　
　

人
２２

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
　

月　

日
（
火
）　　

時
～

１２

２２

10

　

小
城
市
議
会
棟　

議
場

【
問
合
せ
】

　

小
城
市
選
挙
管
理
委
員
会　
　

　

担
当　

満
身

　

☎　

−

８
８
０
６

６３

安
心
し
て
出
産
し
て
い 

た
だ
く
た
め
に
出
産
育 

児
一
時
金
が
見
直
さ
れ 

ま
し
た　
　
　
　
　
　

◆
支
給
額
が
４
万
円
ア
ッ
プ
！

　
　

月
か
ら
原
則　

万
円
か
ら　

１０

３８

４２

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
か
ら
、
直
接
医

療
機
関
に
出
産
費
用
に
充
て
る
よ

う
出
産
育
児
一
時
金
を
支
払
い
ま

す
。

※
市
役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。（
例
外
も
あ
り
ま
す
）

＊
出
産
に
か
か
っ
た
費
用
が
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
範
囲
内

で
あ
っ
た
場
合
は
、
差
額
分
を
被

保
険
者
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
市
役
所
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
緊
急
の
少
子
化

対
策
と
し
て
、
平
成　

年
３
月
末

２３

ま
で
に
出
産
さ
れ
た
方
へ
の
暫
定

措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課　

　

国
保
年
金
係
（
小
城
庁
舎
）　

　

担
当　

坂
田
・
高
塚　

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

小
城
市
教
育
委
員
会
会 

議
の
公
開
に
つ
い
て　

　

小
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
開

か
れ
た
教
育
行
政
を
目
指
す
と
と

も
に
、
教
育
委
員
会
の
活
動
を
広

く
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
目
的
で

教
育
委
員
会
会
議
を
公
開
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

教
育
に
関
心
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
可
。

◆
開
催
日　

毎
月
第
４
木
曜
日

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆
会
議
内
容　

教
育
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
の
決
定
、
教
育
委
員

会
規
則
の
制
定
や
改
廃
な
ど
重
要

な
事
案
に
関
す
る
こ
と
。

　

開
催
日
、
議
題
等
、
詳
し
い
こ

と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課

　

庶
務
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

釘
本

　

☎　

−

８
８
０
６

７３

　

月　

日
（
水
）
は　
 

１１

１８

小
城
う
ま
か
ば
い
給
食
！

　

市
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
元
の

新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た
給
食
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
市
内
全
て
の
学
校
で
、

食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
や
市

内
で
作
ら
れ
る
食
材
に
つ
い
て
学

ぶ
時
間
を
持
ち
、
お
い
し
い
ふ
る

さ
と
の
食
材
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

「
小
城
う
ま
か
ば
い
給
食
」（
小
城

市
ふ
る
さ
と
食
の
日
）
を
実
施
し

ま
す
。
３
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

　

月　

日
（
水
）
と
１
月
の
年
２

１１

１８

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆　

日
の
メ
ニ
ュ
ー
☆

１８
・
食
パ
ン

・
国
産
い
ち
ご
ジ
ャ
ム

・
小
城
の
恵
み
の
ポ
ト
フ

・
レ
ン
コ
ン
チ
ッ
プ
ス

・
み
か
ん

・
牛
乳

※
学
校
に
よ
っ
て
、
メ
ニ
ュ
ー
の

一
部
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課　

　

学
校
食
育
推
進
係（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

岩
崎

　

☎　

−
８
８
０
７

７３
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平
成　

年
度　
　
　
　
 

２２

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
保
育
園

２２

入
園
希
望
児
童
の
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

育
所
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
入
所
申
込
書
配
布
場
所

　

総
合
窓
口
（
各
庁
舎
）

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

◆
入
所
申
込
書
提
出
先

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

◆
入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

１１

１０

３０

　

９
時
～　

時
１７

※　

日（
木
）・　

日（
木
）
は　

１２

２６

２０

　

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
保
育
園
と
は
？

　

保
育
園
は
、
仕
事
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い
て
子
ど

も
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
そ

の
子
ど
も
を
保
育
す
る
児
童
福
祉

施
設
で
す
。

◆
小
城
市
内
の
保
育
園

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

野
口
・
南
里

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

平
成　

年
度
小
城
市
立 

２２

幼
稚
園
園
児
募
集
案
内

　

平
成　

年
４
月
入
園
希
望
の
児

２２

童
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
入
園

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
園
願
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

１１

１０

３０

　

９
時
～　

時
ま
で

１７

◆
入
園
願
書
提
出
先

　

入
園
希
望
の
幼
稚
園
。

※
申
込
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
入
園
者

を
決
定
し
ま
す
。

◆
入
園
願
書

　

入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
及
び
各

庁
舎
（
小
城
庁
舎
・
三
日
月
庁
舎
・

牛
津
庁
舎
・
芦
刈
庁
舎
）
総
合
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

※
現
在
幼
稚
園
に
通
園
中
の
方
は
、

進
級
に
伴
う
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
入
園
料
、
保
育
料　

※
注

　

入
園
料
は
３
、
０
０
０
円
、
保

育
料
は
月
額
７
、
１
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
他
に
給
食
費
等
、
別
途
必
要
で

す
）

 

※
注　

入
園
料
、
保
育
料
は
次
の

と
お
り
改
定
に
な
り
ま
す
。

募
集
要
項
説
明
会
の
開
催

　

入
園
募
集
に
関
し
て
、
左
記
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
　

月　

日
（
月
）

１１

１６

　
　
　
　
　

時
～

１０

◆
場
所　

小
城
公
民
館

　
　
　
　
（
小
城
高
校
南
側
）

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

橋
間　
　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

☎７２－４３０７小城町畑田４４定員９０小城保育園

市　立
☎７３－３２５０小城町岩蔵１９４１－４１５０岩松保育園
☎７３－３３３８小城町栗原１２４０６０三里保育園
☎６６－１０２２牛津町柿樋瀬９６０－１１５０牛津保育園
☎６６－０５６２牛津町上砥川１４１３－１９０砥川保育園
☎７３－２７８２三日月町久米１２００１５０たちばな保育園

私　立 ☎７３－７２７２三日月町長神田１１７０－１９０さくら保育園
☎６６－４８３６芦刈町三王崎３４５－２９０芦刈保育園

所在地・電話番号
募集人数

幼稚園名
５歳児４歳児３歳児

小城町晴気７９３－１　　　 ☎７３－３０９２２８人４０人２０人晴田幼稚園

三日月町三ヶ島８８－１　　☎７３－２６０１若干名１０人８０人三日月幼稚園

芦刈町道免３９０－１　　　 ☎６６－１２６２若干名３０人４０人芦刈幼稚園

募集人数と願書の提出先

保育料
（月額）入園料区分

７，１００円３，０００円平成２２年度

８，５００円４，０００円平成２３年度

１０，０００円５，０００円平成２４年度以降
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「
地
域
福
祉
推
進
モ
デ
ル 

地
区
」で
地
域
が
元
気
に
！

　

市
内
で
は
小
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

８
地
区
が
「
地
域
福
祉
推
進
モ
デ

ル
地
区
」
と
し
て
、
住
民
相
互
の

交
流
や
見
守
り
、
支
え
あ
い
な
ど

の
活
動
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
と
な
る
こ
と
で
皆

さ
ん
の
意
識
も
さ
ら
に
高
ま
り
、

地
域
の
交
流
や
行
事
へ
の
参
加
が

よ
り
積
極
的
に
行
わ
れ
、「
小
城

市
地
域
福
祉
計
画
～
小
城
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
～
」
で
目
指
す
地
域
力

の
高
ま
り
や
、
住
民
同
士
の
支
え

あ
い
・
交
流
と
い
っ
た
地
域
福
祉

の
更
な
る
向
上
に
結
び
つ
く
も
の

で
す
。

◆
現
在
の
モ
デ
ル
地
区

　

小
城
町　

西
小
路

　

三
日
月
町　

吉
原
・
樋
口
・
深
町

　

牛
津
町　

牛
津
本
町
・
天
満
町

　

芦
刈
町　

小
路
・
町
分

◆
具
体
的
な
取
り
組
み

　

住
民
の
方
々
が
話
し
合
い
、
地

区
の
危
険
箇
所
や
交
通
事
故
等
の

多
い
場
所
、
ま
た
見
守
り
支
援
が

必
要
な
方
な
ど
を
図
示
し
た
「
福

祉
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
お
祭
り
を
開
催

し
た
り
、
他
の
地
区
と
合
同
で
避

難
訓
練
を
行
う
な
ど
様
々
で
す
。

　

自
分
の
地
区
で
も
取
り
組
ん
で

み
た
い
、
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
、

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

小
城
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
企
画
課　

　

☎　

−

２
７
０
０

７３

【牛津本町の福祉マップ作り】
参加者で危険箇所を確認し、制作に生かされました。

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。入札結果のとりまとめは小城市芦刈庁舎建設課管理係で行っておりますが、
入札結果の詳細については、各入札執行課へ直接お問合せください。　

【問合せ】建設課　管理係（芦刈庁舎）　担当　右近　緯６３－８８２５

（単位：円、％）

入札執行課落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

下水道課
☎６３－８８２７

９０．３７１４，１７５，０００
（６７５，０００）

１２，８１０，０００
（６１０，０００）

株コスモエン
ジニアリング

朝日テクノ株・株九州構造設計
株トップコンサルタント

株コスモエンジニアリング佐賀支店・新栄地研株
西日本総合コンサルタント株
株エスジー技術コンサルタント

芦刈特定環境保全公共下水
道事業第１号調査設計業務

９２．３４１７，３９８，５００
（８２８，５００）

１６，０６５，０００
（７６５，０００）

株エィ・
ティ・ジー

水田建設株・服巻建設株・株豊城建設・株中部ガス
株城南建設・有古川建設・南里土木株

株エィ・ティ・ジー・株巌大建業・株嶋本建設
株江里口造園小城支店

農業集落排水資源循環統合
補助事業堀江地区　堀江浄
化センター外構工事

９５．００１４，７００，０００
（７００，０００）

１３，９６５，０００
（６６５，０００）

株親和コンサ
ルタント

株親和コンサルタント・九州技術開発株
国際技術コンサルタント株・朝日テクノ株
株九州構造設計・株トップコンサルタント

九州水工設計株

牛津公共下水道事業第１号
調査設計業務

９１．０３９１，３５０，０００
（４，３５０，０００）

８３，１６０，０００
（３，９６０，０００）株武富組

株武富組・株政工務店・株下村建設・西岡建設株
飯盛土木株牛津町営業所・株大義建設

株中島工務店・株エグチビルド・岡本建設株
株久保建設・株丸福建設小城支店

牛津公共下水道事業宿古賀
第２号　管渠布設工事

都市整備
推進室
☎６３－８８２６

９２．９７３４，３３５，０００
（１，６３５，０００）

３１，９２０，０００
（１，５２０，０００）株大義建設

株武富組・株政工務店・株下村建設・西岡建設株
株大義建設・株中島工務店・株エグチ・ビルド

岡本建設株・株久保建設

（繰越）まちづくり交付金事
業（芦刈地区）三王崎農村
公園造成工事

 入札結果の公表 （９月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）
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地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
や
、
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
っ
て
？

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
の
心
身
を
深
く
傷
つ
け
た
り
、

健
や
か
な
成
長
･
発
達
を
損
な
う

行
為
を
言
い
ま
す
。
子
ど
も
の
人

格
形
成
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え

る
と
と
も
に
、
時
に
は
生
命
を
脅

か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
の
種
類
と
は

次
の
よ
う
な
行
為
が
あ
り
ま
す

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
・
蹴
る
・
タ
バ
コ
の
火
を

押
し
付
け
る
、
冬
に
戸
外
へ
締
め

出
す
な
ど

【
性
的
虐
待
】

　

身
体
に
さ
わ
る
な
ど
、
子
ど
も

に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
、

さ
せ
る
な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）】

　

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ

な
い
、
汚
れ
た
衣
服
を
着
つ
づ
け

さ
せ
る
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
お
び
え
る

ほ
ど
大
声
で
怒
鳴
る
、
無
視
す
る

な
ど

◆
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条

①
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

い
訳

②
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
な
い

③
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

④
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

⑤
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

連
絡（
通
告
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

◆
も
し
や
虐
待
で
は
…
と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
連
絡
を
！

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
密

室
で
起
き
る
た
め
、
虐
待
を
見
つ

け
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。

　

い
つ
も
叫
び
声
や
悲
鳴
が
聞
こ

え
る
、
顔
や
体
に
あ
ざ
が
あ
る
、

身
体
や
洋
服
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
、
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外
出

す
る
…
こ
う
し
た
兆
候
を
見
つ
け

た
り
、
気
づ
い
た
り
し
た
と
き
は
、

市
教
育
委
員
会
こ
ど
も
課
か
県
中

央
児
童
相
談
所
に
相
談
（
通
告
）

し
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
極
め
て

重
要
で
す
。

※
相
談
･
通
告
に
関
す
る
誤
報
に

は
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
相

談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談

所
に
電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

☎
０
５
７
０−

０
６
４−

０
０
０

※
一
部
地
域
で
は
使
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。

【
相
談
･
問
合
せ
】
こ
ど
も
課　

　

子
育
て
支
援
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

栁
川
、
家
庭
相
談
員

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

・
佐
賀
県
中
央
児
童
相
談
所

　

佐
賀
市
天
祐
一
丁
目
８−

５

　

☎　

−

１
２
１
２ 

２６

◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

−

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策−

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
※
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
（
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
設

２３

置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

◆
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

消
防
団
で
は
パ
レ
ー
ド
や
広
報
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

今
後
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
と
と

も
に
、
死
者
が
さ
ら
に
増
加
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

新
築　

平
成　

年
以
降
に
新
築
さ

１８

れ
る
住
宅
は
、
新
築
さ
れ
た
日
か

ら
。

既
存
の
住
宅　

平
成　

年
５
月　

２３

３１

日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　

消
防
交
通
係　
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

相
川
・
柳
川

　

☎　

−

８
８
１
８

６３

「
児
童
虐
待
防
止　

推
進
月
間
」

　

守
ろ
う
よ　

未
来
を
見
つ
め
る　

小
さ
な
ひ
と
み

　

平
成　

年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
標
語　

最
優
秀
作
品　

２１

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
」

　

月
９
日（
月
）～　

日（
日
）　

１１

１５

　
「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」

※
平
成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　

２１
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暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
す
。
特
に
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く

上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。

　

「
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
！
」
と
い
う
社
会
認
識
を
持
ち
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
生
き

生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

◆「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」っ
て
？

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
・
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
「
女
性
の
人
権
を

侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
」
の
こ

と
で
す
。

◆
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
？

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
・
虐
待
の
こ
と
で
す
。

　

最
近
は
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」（
交

際
相
手
か
ら
の
暴
力
）
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
高
校
生
、
大
学
生

の
カ
ッ
プ
ル
間
で
も
Ｄ
Ｖ
は
お
き

て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

栁
川
・
右
寺

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

【
問
合
せ
】

　

企
画
課
市
民
協
働
推
進
係

　
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
下
・
熊
谷

　

☎　

−

８
８
０
３

６３

人
権
ふ
れ
あ
い
講
演
会 

演
題
「
命
を
見
つ
め
て
」

◆
日
時　
　

月
５
日
（
土
）

１２

　

開
場　

時　

開
演　

時　

分

１３

１３

３０

◆
場
所　

　

小
城
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
「
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
」

◆
講
師　

猿
渡
直
美
さ
ん　

　
『
命
を
見
つ
め
て
』
著
者

◆
参
加
費　

無
料
で
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

　

月
４
日
（
金
）
～　

日
（
木
）

１２

１０

は 
「
人
権
週
間
」
で
す

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

月　

日
（
日
）
～　

日
（
土
）

１１

１５

２１

　

こ
の
期
間
中
の
み
、
開
設
時
間

を
延
長
し
、
土
日
も
開
設
し
ま
す
。

☎
０
５
７
０−

０
７
０−

８
１
０

開
設
時
間　

８
時　

分
～　

時

３０

１９

（
土
日
は
、　

時
～　

時
）

１０

１７

【
問
合
せ
】
市
民
課

　

人
権
・
同
和
対
策
室

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野
・
野
口　

　

☎　

−
８
８
０
０

７３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

発
症
例
を
見
る
と
、
感
染
力
は

強
い
の
で
す
が
、
早
期
に
的
確
な

治
療
を
受
け
れ
ば
軽
症
の
ま
ま
回

復
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

１
．
感
染
予
防
対
策　

①
手
洗
い

②
う
が
い　

③
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

２
．
症
状
が
出
た
ら
か
か
り
つ
け

医
又
は
お
近
く
の
医
療
機
関
に
電

話
→
マ
ス
ク
を
し
て
受
診
。

３
．
感
染
し
た
ら
仕
事
・
学
校
は

休
み
、
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
！

家
族
が
感
染
し
た
場
合
は
、
症
状

が
な
く
て
も
、
毎
朝
熱
を
測
り
、

発
熱
が
な
け
れ
ば
必
ず
マ
ス
ク
を

つ
け
て
出
勤
・
登
校
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
る

の
？
感
染
を
広
め
な
い
目
的
で
は

な
く
、
重
症
化
し
な
い
た
め
の
予

防
接
種
で
す
。
基
礎
疾
患
を
持
っ

て
い
る
方
・
妊
婦
等
、
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
優
先
順
位
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
別
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

小
城
市
新
型
イ
ン

　

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事
務
局

　
（
総
務
課
・
健
康
増
進
課
）

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

　

女
性
に
対
す
る

　
　
　

暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日（
木
）～　

日（
水
）　

１１

１２

２５

～あなた自身やあなたの周りの人が
暴力に悩んでいたら相談してください～

◆◆相談窓口◆◆
■小城市役所　こども課子育て支援係　
　☎０９５２－７３－８８２１
　月～金８：３０～１７：１５（土・日・祝日は休）

■佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）
　「女性のための総合相談」　　　　　　　
　☎０９５２－２６－００１８
　火～土９：００～２１：００、日・祝９：００～１６：３０
　（月・毎月第１水曜１５：００～１７：００は休）

■佐賀県婦人相談所
　☎０９５２－２６－１２１２
　月～金８：３０～１７：００（土・日・祝は休）

■警察相談室（警察総合相談窓口）　　　
　☎０９５２－２６－９１１０又は＃ ９１１０（２４時間対応）

■法務局　女性の人権ホットライン
　☎０５７０－０７０－８１０
　月～金８：３０～１７：１５（土・日・祝は休）

■ＤＶ相談ナビ（最寄りの相談窓口が自動音声に
　より案内されます）
　☎０５７０－０－５５２１０（全国統一ダイヤル）
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税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【 夜間納税相談】
 １１月１２日・２６日（木）
 １７：３０～２０：００
 場所　小城庁舎１階　
 　　　税務課

【問合せ】
 税務課（小城庁舎）
 ☎７３－８８１０
 ☎７３－８８０１

納期限を守りましょう！
１１月３０日（月）納期限　　国民健康保険税　６期

　毎年１月１日に償却資産を所有している事業者の方は、地方税法第３８３条の規定
により償却資産の申告をしなければなりません。
　１２月上旬に、申告書を発送しますので、提出期限までに申告をお願いします。
　また、申告書が届かない方や新たに申告の必要がある方、平成２１年１月１日以前
から償却資産をお持ちで申告されていない方は、お手数ですが市税務課まで連絡を
お願いします。

◆申告対象者
　平成２２年１月１日現在、事業（製造業、建設業、サービス業等すべての事業）経
営や、アパート等の貸し付けを行っていて、その事業のために使用している償却資
産（機械、工具、器具、備品、構造物等）を所有している個人や法人の方

◆提出期限　平成２２年２月１日
◆提 出 先　〒８４５－８５０１　小城市小城町２５３番地２１　小城市税務課　固定資産係
　　　　　　※持参される方は、各庁舎総合窓口でも構いません。

家屋を取り壊したり新増築した場合
　固定資産税は、毎年１月１日現在の状況により課税されますので建物の取り壊し
や新増築をされた場合はお知らせください。

【問合せ】税務課　固定資産係

平成２２年度
償却資産の申告をお願いします

Ｑ　

＆　

Ａ

Ｑ　

今
年
、
自
分
も
含
め
家
族
全
員
で
歯
医
者
や

病
院
代
な
ど
が　

万
円
を
超
え
る
の
で
、
所
得

１０

税
、
住
民
税
の
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

控
除
を
受
け
る
と
き
に
は
、
何
が
必
要
で
す

か
？

Ａ　

自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

や
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
医
療
費
（
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
年
の
１
月
１
日
か
ら　

月　
１２

３１

日
ま
で
の
分
）
を
支
払
っ
た
場
合
で
、
申
告
す

る
と
医
療
費
控
除
が
適
用
さ
れ
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
税
金
が

還
付
ま
た
は
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
年
間
お
支
払
い
に
な
っ
た
医
療
費

が　

万
円
以
上（
注
）で
な
け
れ
ば
対
象
と
な
り

１０
ま
せ
ん
。（
医
療
費
控
除
の
申
告
額
は
２
０
０

万
円
が
限
度
で
す
）　

（
注
）所
得
合
計
額
が
２
０
０
万
円
ま
で
の
方
は
所

得
合
計
額
の
５
％
以
上
医
療
費
が
か
か
っ
た

場
合
申
告
で
き
ま
す
。

　
　

医
療
費
の
支
出
を
証
明
す
る
書
類
、
例
え
ば

領
収
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
書
に
添

付
す
る
か
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
こ
の
ほ
か

に
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
も
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

対
象
と
な
る
医
療
費
、
申
告
方
法
（
手
続
き
）

な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
佐
賀
税
務
署
（
☎　

−３２

７
５
１
１
）、
小
城
市
役
所
税
務
課
（
☎　

−

８

７３

８
０
１
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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小
城
市
民
病
院 
感
染
対
策
委
員
会

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
を
代

表
と
し
た
嘔
吐
下
痢
症
や
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
感
染
症
の
予
防
と
し
て

「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
を
実
践
さ
れ
て

い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
普
段
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　

今
回
は
、「
手
洗
い
、
う
が
い
の
正
し

い
や
り
方
と
そ
の
効
果
」
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
理
想

と
さ
れ
る
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
の

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
手
洗
い

　

手
を
洗
う
時
は
、
ま
ず
流
水
で
流
し
、

石
鹸
を
つ
け
て
よ
く
洗
っ
た
後
、
再
び

流
水
で　

秒
程
度
す
す
ぐ
の
が
理
想
的

３０

で
す
。
洗
い
方
に
も
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
菌
は
指
の
間
に
残
り
や
す
い
の
で
、

こ
の
部
分
を
重
点
的
に
洗
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
洗
う
と
言
う
よ
り
磨
く
と

言
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
良
い
よ
う

で
す
。
一
般
的
に
は
両
手
の
ひ
ら
を
合

わ
せ
た
形
で
洗
う
だ
け
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
片
方
の
手
で
も
う
一
方
の
手

の
甲
を
包
む
よ
う
に
洗
う
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
し
て
指
を
交
互
に
絡
め
て
、

溝
を
こ
す
る
よ
う
に
洗
い
ま
す
。
爪
の

間
も
忘
れ
ず
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
う
が
い

　

ま
ず
、
口
の
中
の
バ
イ
菌
を
体
内
に

入
れ
な
い
た
め
に
、
水
を
口
に
含
み
、

強
く
ク
チ
ュ
ク
チ
ュ
し
な
が
ら
口
の
中

を
２
～
３
回
洗
い
流
し
ま
す
。
次
に
上

を
向
い
て
、
の
ど
の
奥
の
方
で
５
回
く

ら
い
ガ
ラ
ガ
ラ
と
う
が
い
を
し
ま
す
。

最
後
に
仕
上
げ
の
う
が
い
を
し
ま
す
。

１
回
あ
た
り
の
う
が
い
に　

～　

秒
く

１０

１５

ら
い
か
け
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。　

●
う
が
い
の
効
果

　

次
に
う
が
い
が
ど
れ
だ
け
感
染
予
防

と
し
て
有
効
で
あ
る
か
、
最
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
感
染
症
で
あ
る
「
風
邪
」
を
例

と
し
て
、
京
都
大
学
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
の
川
村
先
生
が
行
っ
た
調
査
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。
風
邪
の
予
防
策
と
し

て
う
が
い
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
日
本
独
自
の
衛

生
習
慣
な
の
で
す
。
そ
の
効
果
を
実
証

す
る
た
め
、「
水
う
が
い
群
」「
ヨ
ー
ド

液
う
が
い
群
」「
特
に
う
が
い
を
し
な
い

群
」
の
３
群
で
、
風
邪
の
発
症
頻
度
に

ど
の
く
ら
い
差
が
出
る
か
の
調
査
を
さ

れ
、
次
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
水
う
が
い
で
風
邪
発
症
が
４
割
減
少

　

こ
の
調
査
か
ら
、
水
道
水
の
み
の
う

が
い
を
行
う
だ
け
で
も
、
十
分
な
風
邪

予
防
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
な
お
、
ヨ
ー
ド
液
で
そ
れ
ほ

ど
効
果
が
出
な
か
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ド

液
が
の
ど
に
あ
る
粘
膜
を
壊
し
て
風
邪

ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
を
許
し
た
り
、
の
ど

の
正
常
な
細
胞
を
傷
つ
け
た
り
す
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
は
、
最
も
基

本
的
で
大
切
な
感
染
予
防
策
で
す
。　

正
し
い
や
り
方
を
身
に
付
け
、
こ
れ
か

ら
の
感
染
症
の
本
格
的
な
流
行
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
！

（
参
考
資
料
：

京
都
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
）

お
知
ら
せ

市民病院
からの

診療時間　午前８時３０分から１２時３０分まで（受付は１１時３０分まで）　午後２時から４時まで（受付は午後４時まで）
【問合せ】小城市民病院　緯７３－２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.ogishimin-hp.jp/
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９
月　

日
（
月
）、
市
長
が
市
内

１４

の
最
高
齢
者
で
あ
る
佐
保
治
子
さ

ん
（
１
０
６
歳
）
や
、
男
性
最
高

齢
者
の
土
井
清
次
さ
ん
（
１
０
３

歳
）、
ほ
か
百
歳
以
上　

人
の
高

２５

齢
者
の
方
の
自
宅
や
入
所
先
の
介

護
保
険
施
設
等
を
訪
問
し
、
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

お
体
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

 

百
歳
以
上
の
高
齢

者
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た

　

９
月
２
日
（
水
）
か
ら
毎
週
水

曜
５
回
連
続
で
、「
女
と
男
◆

も
っ
と
わ
か
り
あ
う
た
め
の
知
的

講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（　
１０

月
７
日
終
了
）

　

佐
賀
大
学
が
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
市
と
共
催
で
行
う
事
業
で
、

文
化
教
育
学
部
講
師
陣
に
よ
る

「
男
女
共
同
参
画
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
し
た
講
座
に
、
毎
週
約　

名
４０

が
参
加
。
女
性
と
絵
画
、
男
ら
し

さ
・
女
ら
し
さ
、
ピ
ル
に
よ
る
女

性
の
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
運
動
の
先
駆
者

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
生
涯
な
ど
毎

回
違
っ
た
主
題
の
講
座
に
受
講
者

か
ら
は
「
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
で
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ

る
」「
男
女
で
共
に
理
解
し
あ
う
こ

と
が
大
切
」
と
感
想
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

 
佐
賀
大
学
公
開
講
座　

小
城
市

IN

男
女
共
同
参
画
を

　

新
た
な
視
点
で

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
一

環
と
し
て
、
晴
田
交
番
連
絡
協
議

会「
天
山
会
」
が
９
月　

日（
金
）

２５

に
小
城
町
の
県
道
沿
い
で
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
里

姫
会
が
提
供
し
た
牛
尾
の
梅
干
し

と
、
「
忘
れ
ち
ゃ
い
か
ん 
梅 
交
通

ば
い

ル
ー
ル
」
と
書
い
た
短
冊
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

忘
れ
ち
ゃ
い
か
ん

 
梅 
！
交
通
ル
ー
ル

ば
い

 

た
ば
こ
販
売
業
者

が
社
会
奉
仕
活
動

　

佐
賀
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
小

城
・
多
久
支
部
（
大
坪
幸
佑
支
部

長
）
は
、
９
月　

日
（
水
）
に
市

１６

内
老
人
保
健
施
設
な
ど
４
施
設
を

訪
れ
、
タ
オ
ル
や
お
菓
子
を
贈
り

ま
し
た
。

　

三
日
月
町
の
鳳
寿
園
で
は
、
女

性
部
の
増
田
美
津
子
さ
ん
か
ら
タ

オ
ル
な
ど
が
手
渡
さ
れ
、
受
け

取
っ
た
内
橋
博
孝
事
務
長
は
、

「
毎
年
訪
問
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
タ
オ
ル
は
本
当

に
助
か
り
、
入
所
者
か
ら
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
活
動
は　

年
以
上
前

１５

か
ら
毎
年
敬
老
の
日
の
前
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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月
２
日
（
金
）
芦
刈
文
化

１０
体
育
館
に
お
い
て
、
芦
刈
中
学

校
の
２
・
３
年
生
を
対
象
に
文

部
科
学
省
・
㈶
日
本
体
育
協
会

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指

導
事
業
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
田
中
（
旧

姓
：
金
坂
）
克
子
氏
を
迎
え
、

講
話
と
実
技
指
導
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
メ
ダ
リ
ス
ト
の

貴
重
な
経
験
談
に
耳
を
傾
け
、

後
半
の
実
技
指
導
で
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
対
戦
形
式
で
ゲ
ー
ム

を
行
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
肌

で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

月　

日
（
木
）、
小
城
市
シ

１０

２２

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
真
子

國
光
理
事
長
）
の
会
員
に
よ
る

清
掃
活
動
が
市
内
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
毎
年　

月
の

１０

第
３
水
曜
日
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
集
ま
っ
た
会
員　

人
は
、

４３

朝
８
時　

分
か
ら
植
木
の
剪
定

３０

や
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
牧
瀬
さ
ん
は
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

生
涯
学
習
の
場
で
あ
り
、
健
康

増
進
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

元
気
に
な
り
ま
す
よ
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　

小
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー

　

☎　

−
９
６
６
９

７３

　
　

月　

日
（
日
）、
芦
刈
ム
ツ

１０

２５

ゴ
ロ
ウ
公
園
周
辺
で
、
第　

回
２２

小
城
市
芦
刈
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
好
天

の
な
か
、
県
内
外
よ
り
参
加
さ

れ
た
約
８
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
は
自
慢
の
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

牛
津
宿
場
華
太
鼓
（
大
坪
鈴

代　

代
表
）
が
、（
財
）
佐
賀

県
地
域
福
祉
振
興
基
金
助
成
金

を
獲
得
さ
れ
、
９
月　

日
（
火
）

２９

に
「
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
｣
に

お
い
て
、
決
定
通
知
書
の
伝
達

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
「
よ
う
こ
そ
｣
を
通

じ
て
助
成
金
情
報
を
得
、
Ｃ
Ｓ

Ｏ
活
動
拠
点
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指

導
と
連
携
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
の
活
動
の
発
展
と
「
よ

う
こ
そ
｣
の
利
用
並
び
に
市
民

協
働
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
「
よ
う
こ
そ
」

　
（
小
城
公
民
館
内
）

　

☎　

−

３
５
６
６

７２

　  
「
よ
う
こ
そ
」活
動

実
績
第
一
弾

　

助
成
金
獲
得　
！！

　

９
月　

日
（
水
）、
小
城
ロ
ー

３０

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
池
田
安
正
会

長
）
よ
り
、
バ
ス
タ
オ
ル　

枚
７８

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
城
・
三
日
月
地

区
で
寝
た
き
り
高
齢
者
を
介
護

し
て
お
ら
れ
る
家
庭
に
毎
年
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

で
す
。

　

代
表
と
し
て
三
日
月
町
の
高

塚
幸
恵
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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小城市少年の声大会

　子どもたちの声をぜひ聞きに来てください！
◆日時　１１月１４日（土）　９時３０分～１２時
◆場所　小城市生涯学習センター（ドゥイング三日月）
◆内容　①発表者　市内の小・中学生
　　　　②善行・功労表彰
　　　　③アトラクション
　　　　　「三日月おはなし会」
　　　　　「三日月中学校コーラス部」
※新型インフルエンザの発生状況によっては、中止
になる場合があります。
【問合せ】小城市青少年育成市民会議事務局
　　　　　（生涯学習課）
　　　　　担当　小柳・筒井・古川　☎７３－８８０８

知

清水竹灯り
清水の滝と紅葉ライトアップ

　清水の滝と紅葉のライトアップと竹灯篭の灯り
で、小城の秋の夜を幻想的に彩ります。
◆日時　１１月１５日（日）～２３日（月・祝）　
　　　　１８時～２１時３０分
◆場所　清水の滝周辺
◆入場料　３００円（中学生以下無料）
※「清水竹灯り」のイベント維持のために使わせて
いただきます。
◆シャトルバス　
　期間中は毎日シャトルバスを運行しますのでご利
用ください。片道１００円（小学生以下無料）
運行時刻表【行き】

【帰り】

同時イベント
【ドウドウコンサート】　
　◆日時　１１月２１日（土）１８時～
　◆場所　清水の滝そば特設会場
【屋台村開催】　
　◆日時　１１月２１日（土）～２３日（月・祝）
　◆場所　小城市役所小城庁舎駐車場
【問合せ】清水の滝ライトアップ実行委員会
　（小城市役所商工観光課内）　☎７３－８８１３

「清水竹灯り」
会場着ほたるの郷前バスセンター

（市役所前）小城公民館南

１７：４５１７：３６１７：３２１７：３０
１８：３０１８：２１１８：１７１８：１５
１９：１５１９：０６１９：０２１９：００
２０：００１９：５１１９：４７１９：４５
２０：４５２０：３６２０：３２２０：３０

小城公民館南
着

バスセンター
（市役所前）ほたるの郷前「清水竹灯り」

会場
１８：５５１８：５３１８：４９１８：４０
１９：４０１９：３８１９：３４１９：２５
２０：２５２０：２３２０：１９２０：１０
２１：１０２１：０８２１：０４２０：５５
２１：５５２１：５３２１：４９２１：４０

知

臨時職員募集

　一人暮らし世帯等が地域で安心して暮らせるため
の支援を行う職員を募集します。
◆採用予定人員・職務内容
　①事務補助員１人
　②訪問員４人
◆勤務時間　８時３０分～１７時１５分
◆賃金（勤務日数）
　①６，２００円／日（１７日／月：土日祭日を除く）
　②６，２００円／日（１１日／月：土日祭日を除く）
◆条件
①小城市に在住し、簡単なパソコンの操作（ワー
ド・エクセル）が出来る方で、ヘルパー１・２
級、介護福祉士、ケアマネージャーいずれかを
有する方
②小城市に在住し、ヘルパー１・２級、介護福祉
士いずれかを有する方

◆応募方法　市販の履歴書に記載し希望職種を明記
の上、下記まで提出するか郵送してください。
◆受付期間　１１月９日（月）～２０日（金）
　　　　　　（締切日必着）
　　　　　　８時３０分～１７時１５分（土日祭日を除く）
【問合せ・申込み】
　〒８４５－０００２　小城市小城町畑田７５０
　小城市社会福祉協議会　地域福祉企画課
　担当　大坪・原　☎７３－２７００

募
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各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日
行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日

牛津公民館毎月第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日

芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室毎週月・水・金曜日消費生活

相　　談

スキルアップセミナー
☆小城の歴史を探そう！☆

◆日時　１１月２５日（水）、１２月１６日（水）　
　　　　１０時～１１時３０分　※２回連続の講座です
◆場所　牛津公民館　第２研修室
◆講師　川副正文 氏　（小城郷土史研究会所属）
◆内容　松田正久・北島浅一・北島兵一の軌跡
◆定員　１５名　※託児あります
◆参加締切日　１１月１８日（水）　　
◆参加費　無料
【問合せ】牛津公民館　担当　（古舘）　☎６３－８８１３

募

【訪韓少年の翼】団員募集！

　韓国の青少年との交流を図り、韓国の歴史や、文
化遺産等の参観活動を通じて国際的な視野を広め、
日韓親善に寄与するとともに、団体生活を通して規
律ある行動を行い、自主性や協調性を養い、青少年
の健全育成を図ります。
◆訪問地　韓国（慶州市、麗水市、釜山市）
◆対象　地域の子どもクラブなどに加入している
　　　　小学５年生から中学３年生
◆研修日　平成２２年３月２５日（木）～２９日（月）
※他に事前研修４回、事後研修１回が行われます。
◆参加費（平成２２年３月２９日現在）
　・満１２歳未満の方　５０，０００円
　・満１２歳以上の方　５３，０００円
※小城市より１０，０００円の助成があります。
※パスポート取得費用・記念写真代・団員用ジャン
パーの費用が必要です。
◆募集人員　５０人
　※定員になり次第、締め切らせて頂きます。
◆募集締切　１１月２０日（金）
※申込用紙は小城市生涯学習課（小城庁舎）及び
各町公民館にあります。

◆主催　（社）佐賀県子ども会連合会
【問合せ・申込み】生涯学習課（小城庁舎）
　　　　　　　　　担当　筒井　☎７３－８８０８

募

「きらり」名画鑑賞会

◆日時　１１月２８日（土）昼の部　１３時３０分～
　　　　　　　　　　　夜の部　１８時３０分～
◆場所　小城公民館　３階ホール
◆映画「クイール」

たくさんの愛に包まれた一匹の盲導犬の一
生を描いたストーリーです。

◆入場整理券　中学生以上５００円
※売上金の一部は盲導犬育成のために寄付します。
【問合せ】小城女性団体連絡協議会（きらり）
　　　　　☎７２－６４０７（半田）　☎７３－２００３（小柳）

知

涌井史郎氏
わく い し ろう

「まちづくり講演会」
　サンデーモーニング（ＴＢＳ毎週日曜日放送）の
コメンテーターとしてお馴染みの涌井史郎氏（造園
家・大学教授）をお迎えし、「まちづくり」について
の講演会を開催します。ぜひご参加ください！
◆日時　１１月２０日（金）　１８時～１９時３０分
◆場所　小城公民館３階大ホール
◆講題
　～歴史と文化資源を生かしたまちづくりと

中心市街地の活性化について～（仮）
◆参加費　無料
【問合せ】都市整備推進室
　　　　　中心市街地活性化推進係（小城庁舎）
　　　　　担当　江頭・西　☎７３－８８３５

知
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平
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年
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在
　（
前
月
比

第５回

櫻木 淳子さん
さくらぎ　　じゅんこ

～　アイ　ラブ　おぎ　～

県展で知事賞を受賞した
日本画「をりかみ」

優しい色合いで描かれた
牛津町の赤れんが館。

祝
県
展
で
最
高
賞
受
賞
！

　

今
回
、
第
59
回
佐
賀
県
美
術
展
覧
会
（
県

展
）
で
日
本
画
「
を
り
か
み
」
が
見
事
、
最

高
賞
の
知
事
賞
を
受
賞
し
た
。

　

絵
の
モ
デ
ル
は
姪
っ
子
さ
ん
。
折
り
紙
の

世
界
に
入
り
込
ん
で
、
夢
中
に
な
っ
て
折
る

姿
を
描
い
た
。
ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
、
集
中
し

て
１
週
間
で
描
き
上
げ
た
と
い
う
。

日
本
画
と
の
出
会
い

　

櫻
木
さ
ん
は
佐
賀
北
高
等
学
校
に
入
学
し

た
後
、
美
術
部
に
入
部
し
、
顧
問
の
金
子
剛

先
生
に
出
会
う
。
そ
の
後
、
佐
賀
大
学
教
育

学
部
に
進
学
し
、
絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

様
々
な
科
目
の
授
業
を
受
け
た
。

　
「
日
本
画
っ
て
独
特
の
色
の
重
ね
の
技
法

が
あ
っ
た
り
、
金
箔
・
銀
箔
を
使
っ
た
り
し

て
、
常
に
挑
戦
の
連
続
な
ん
で
す
。
そ
こ
が

日
本
画
の
面
白
さ
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
る

櫻
木
さ
ん
。

　

大
学
時
代
の
恩
師
か
ら
「
日
本
画
・
洋
画

で
は
な
く
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
つ
く
っ
て

い
く
ん
だ
」
と
激
励
さ
れ
た
言
葉
を
胸
に
新

し
い
境
地
を
目
指
し
、
創
作
活
動
に
励
む

日
々
を
過
ご
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
進
路
に
迷
い
、
旅
に
出

た
。
単
身
で
日
本
一
周
や
欧
州
に
も
出
か
け

た
。
そ
の
中
で
、
新
鮮
な
触
発
を
受
け
、
日

本
的
で
新
鮮
味
の
あ
る
も
の
を
作
っ
て
い
こ

う
と
決
意
し
た
。

現
在

　

小
城
の
文
化
・
芸
術
を
通
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
な
の
で
、
子
ど
も
を
描

く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
最
近
感
じ
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
が
創
造
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。『
こ
れ
ど
う
し
た
い
？
』
と
尋

ね
る
と
分
か
ら
な
い
、
っ
て
答
え
が
返
っ
て

く
る
ん
で
す
。
自
分
で
考
え
る
こ
と
、
関
心

を
も
つ
こ
と
、
楽
し
む
力
を
つ
け
る
こ
と
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

現
在
、
私
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
子

ど
も
を
喜
ば
せ
る
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
私
自
身
が
、
日
本
画
、
木
工
な
ど
、

様
々
な
新
し
い
も
の
を
『
発
明
』
し
て
作
る

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
人
に
伝
わ
る
よ
う
な
作
品

を
こ
れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
決
意
に
燃
え
る
。

　

櫻
木
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1971年牛津町生まれ。佐賀大学教育学
部美術部工芸課日本画コースを卒業。
ハーベスト99、赤れんが会、フォーラ
ム牛津でまちづくりにも参加。現在、創
作活動に励む傍ら佐賀女子高等学校と保
育園で非常勤講師を務める。

作品展示場所
・牛津庁舎内　・アイル内
・石工の里のウォーキングマップ
・白石町妻山神社：流鏑馬が大好きとい
　う櫻木さんの迫力満点の壁画。
　その他のお問合せはメール
　saku1a1a@star.saganet.ne.jp

櫻木さん発明の「カエル鳥」。「夢や
目標に手が届きそうで届かない今こ
そが宝物」を表現。


